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(論文内容の要旨)

この論文では,統語構造情報付きの日本語ﾃｷｽﾄのｺ-ﾊﾟｽから,品詞ﾀｸﾞ,主辞などの表

層情報の続計を用いて,特走のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用いることで,精度の高い係り受け解析が可能で

あることを示している.

自然言語による文の統語解析の分野では,統計的ｱﾌﾟﾛ-ﾁが-走の成果を納めている.これ

までにもさまざまな統計的構文解析手法が提案されてきているが,実用的な自然言語ｱﾌﾟﾘｹ-

ｼｮﾝに使うには,まだ十分な精度とは言えない.より高い解析精度を得るには,ﾓﾃﾞﾙをより

複雑にするなどして今よりも多くの情報を使用する必要がある.しかし単純に使用情報を増やし

ただけでは,推定するべき統計ﾊﾟﾗﾒ-ﾀが増加し,より多くの正解ｺ-ﾊﾟｽが必要となる(言

い換えると,ﾃﾞ-ﾀの過疎性の問題がより探刻となる).また,学習手法によっては,組み合わせ

の数が多すぎてｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ資源(ﾒﾓﾘやﾃﾞｲｽｸなど)の限界からﾊﾟﾗﾒ-ﾀを完仝には推定

できないことも多い.

本論文で提案する統計ﾓﾃﾞﾙでは,既存の続計的構文解析ﾓﾃﾞﾙのように複雑なﾓﾃﾞﾙを追及

する代わりに,単純なﾓﾃﾞﾙを便用した.これは実装が容易で解析も効率よく行えるという利点

もある.代わりに,日本語の解析で統語解析を難しくする主要な要因である従属節や並列構造に

着目し,それぞれを考慮したﾓﾃﾞﾙ及び解析ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを提案している.

また既存の統計ﾓﾃﾞﾙをそのまま使ってより高い精度を実現するために,続計的部分解析(再

硯率を犠牲にして適合率を上げる手法)および統計的冗長解析手法(適合率を犠牲にして再硯率を

上げる手法)を提案する.

2章で関連研究について述べた後､ 3章で日本語の統計的依存構造解析ﾓﾃﾞﾙを提案し､大規模

な構文ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽを用いて評価を行っている｡

4章では､提案した統計的依存構造解析を実用的な応用ｼｽﾃﾑに用いる場合の使用法として､

再硯率を重視する場合､および､適合率を重視する場合の2種を考慮し､それぞれの目的に応じ

た使用法と評価を行っている｡

5章では､日本語の従属節の係り受けに注目し､それを重点的に学習するﾓﾃﾞﾙを提案し､さ

らに基本ﾓﾃﾞﾙと融合することによって,単独のｼｽﾃﾑ以上の解析精度を達成できることを示

している｡

6章では､日本語の文構造の中で特に複雑と考えられている並列句の間題を取り扱うために基

本ｼｽﾃﾑの拡張について新しい方法を提案し､実験によりその有効性を確認した｡

このように､本論文で行った-連の研究により､日本語文の係り受け構造の解析に対して統計

的な手法がどの程度括用可能であるかを示すことができた｡



(論文審査結果の要旨)

平成11年12月22日に開催した公聴会の結果を参考に平成12年2月14日に本博

士論文の審査を行った｡以下のとおり､本博士論文は､提案者が独立した研究者とし

て､研究括動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める｡

藤尾正和は､本博士論文において､語桑の間の共起確率に基づく統計学習によっ

て日本語文の係り受け解析を行う手法を提案し､次のような観点から解析ｼｽﾃﾑ

の性能評価および拡張を行っている｡

1.大規模な構文解析済ｺ-ﾊﾟｽを利用して､語あるいは品詞間の共起確率および

係り受け距離確率を推走し､それに基づく係り受け解析がどの程度の解析精度

を達成できるかを実験により確認した｡

2.情報検索やより詳細な統語解析など､いくつかの利用形態における係り受け解

析の能力を考察するため､適合率を重視した使用法である部分解析､および､

再硯率を重視した使用法である冗長解析という手法を提案し､それぞれの使用

法における統計的係り受け解析ｼｽﾃﾑの挙動について実験を行い､適切な使

用法を提案した｡

3.日本語の文の解析において困難な間題である従属節間の係り受けについて､そ

れらに特化した学習を事前に行うことにより､文仝体の係り受け解析の精度が

向上可能であることを示した｡

4.長い日本語文においてよく見られる並列構造の解析を上記で提案した統計的係

り受け解析と同時に行う方法を提案し､文仝体の解析精度が向上させることが

可能であることを実験により検証した｡

語桑間の共起確率に基づく統計的な日本語係り受け解析法を提案した本研究は､

独創性高く､しかも実用的であり､自然言語処理の分野において高い貢献があると

評価する｡


